














シミュレーション設定GastroPlus™の利用例（医薬品探索研究）

GastroPlus™ を使用して、数多くの候補化合物の吸収性のポテンシャルを探ることで、次のステージに向けた

絞り込みを行うことが可能です。
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in vitroデータからin vivoでの吸収やバイオアベイラビリティを予測：

ラット、イヌ、細胞の透過性や代謝、トランスポーター試験などの in vitro デ—タの値を in vivo の値に変換

するツールにより、吸収、薬物動態、バイオアベイラビリティの予測を行います．

様々な入力パラメータにより吸収やPK予測の感度を評価：

研究者は、多くの化合物を評価し、どの化合物を次のステージに進めるかを、限られた時間と予算で判断しなくては
いけません．そのため、リソースの損失を最小限に抑える “fail fast, fail early” というテーマが多くの企業で標準
となっています． GastroPlus™ の Parameter Sensitive Analysis（PSA） は、入力パラメータによる吸収や PK 

予測の感度を評価することができ、“fail fast, fail early” のアプローチツールとして使用することが可能です．
例えば、 PSA を使用して化合物の吸収に影響のないパラメータを評価し、その実験数を減らすことなどが可能にな
ります．

実測値とシミュレーション値のフィティング、モデル構築：

吸収率、バイオアベイラビリティ、Cmax、Tmax、血漿中濃度時間曲線の実測値と予測値をフィティングし

て、ヒトや各種生理学のモデルを構築します．

構築したモデルを使用して投与量を変化させた場合のin vivo挙動の予測、または目的とする血漿濃度 - 時間お

よびバイオアベイラビリティを達成するための投与剤形を設計することができます．
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